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新型コロナウイルスワクチン
１．ウイルスワクチン

危険のない状態にしたウイルスを直接注入

２．ウイルスベクターワクチン

（アストラゼネカ、ジョンソンエンドジョンソン）

標的とするウイルスタンパク質を生成するように

遺伝子操作した別の無害ウイルスを利用

３．タンパク質ベースのワクチン（ノババックス）

タンパク質のサブユニットや標的ウイルス様粒子

を直接注入

４．核酸ワクチン（ファイザー、モデルナ）

標的とするタンパク質を生成する目的でウイルスの

伝令RNA（ｍRNA）を細胞に注入
2



3



ブレイクスルー感染
ワクチンを2回接種後１４日以上経過してから

感染すること。
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ブレイクスルー感染が起きる理由

１．ワクチンの効果が十分に発揮されていない。

２．ウイルスの伝搬性が高くなっている。

３．多くのウイルスに暴露する。

４．ワクチンの効果が低下している。

＊デルタ株は２，３を満たしている。

ワクチン接種後も、3密回避やマスク着用、
人との距離を取るなどの感染対策が大切
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新型コロナに感染した人も
ワクチン接種をした方が良い理由
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新型コロナに感染したことがあっても
再感染することがある！①

• 初回の感染から半年程度は再感染がおこ
りにくい。

• 2回目の感染は1回目の感染よりも軽症に
なりやすい。

• 免疫が弱っている人では、2回目のほうが
重症化しうる。
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新型コロナに感染したことがあっても
再感染することがある！②

• 過去の感染による感染予防効果は約80％

ただし高齢者では約47％と低い。

• デルタ株などの変異株は、過去の感染から
逃れて感染しうる。

• 個々人によってバラツキが大きく、特に軽症
や無症状であった人は、十分な免疫ができ
ずに長期間持続しないことがある。

8



mRNAワクチン接種によって得られる免疫
①

• 感染予防効果は、接種後しばらくの間は80
～90％と高く維持される。

• 高齢者や基礎疾患のある人にも十分な免
疫が得られる。

• 感染予防効果は経時的に低下し、半年後
には20％にまで低下する。

• 重症化を防ぐ効果は、少なくとも半年以上
保たれている。
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mRNAワクチン接種によって得られる免疫
②

2回のワクチン接種により重症化を防ぐ効果は長
期間保たれる。

しかし、

感染予防効果は経時的に低下するので、ブレイク
スルー感染が増えている。

→→ 日本では12月から
ブースター接種（3日目）が開始された。
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感染で得られる免疫 < ワクチン接種で得られる免疫

自然感染した人とmRNAワクチンを接種した人の抗体推移（DOI: 10.3390/v13030422より）11



新型コロナに感染した人がワクチン接種
することで十分な免疫が得られる。

過去に感染した人のうち、ワクチンを接種していない人では、
ワクチン接種をした人と比べて再感染するリスクが2.34倍
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新型コロナの既往のある人では
ワクチン接種後の副反応は増える。

副反応については、過去に感染したことがない人よりも局所の疼痛
や倦怠感、発熱などの頻度が高い。 13


